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秋空　本日は晴天なり
えいえい　オー

暑
い
日
が
過
ぎ
、
収
穫
の

秋
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
小
布
施
町
も
六
斎
市
を
は

じ
め
、
様
々
な
イ
ベン
ト
で
賑

わ
い
を
み
せ
ま
す
。
９
月
議

会
は
決
算
審
議
が
中
心
で
し

た
。
税
金
が
有
効
に
使
わ
れ

成
果
を
上
げ
て
い
る
か
と
い

う
視
点
で
審
査
し
、
そ
の
結

果
を
今
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
来
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
も
要
望
書
を
出
し
ま
す

が
、
そ
れ
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

次
号
は
、
１
月
20
日
発
行

で
す
。
議
会
で
の
活
動
を
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
す
る
よ
う
、
ま
た
町
民
の

皆
さ
ん
の
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
お
聞
き
し
、
編
集
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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　悦
子

議
会
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い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
と
し
て
、
寺
島
議
員

の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育…

」
な
ど
も

聞
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
別
の
用
事
が

あ
り
残
念
な
気
持
ち
の
ま
ま
議
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
春
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
、
地
方
議
会
の

議
員
な
り
手
不
足
の
特
集
番
組
が
あ
り
ま

し
た
。

　
た
ま
た
ま
小
布
施
町
も
話
題
と
な
っ
て

お
り
、
た
ま
た
ま
顔
見
知
り
の
方
が
登
場

し
て
い
て
、
つ
い
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
小
布
施
町
議
員
の
無
投
票
の
話
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
全
国
区
の
話
題
に
な
る

と
少
し
は
気
に
な
り
ま
し
て
、
と
り
あ
え

ず
は
議
会
の
見
学
程
度
は
し
て
み
よ
う

と
、
殊
勝
な
考
え
が
浮
か
び
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
議
会
の
開
催
日
も
分
か
ら
な

い
状
態
で
し
た
の
で
、
僅
か
な
仕
組
み
の

改
善
を
申
し
込
み
つ
つ
、
今
ま
で
２
回
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
質
問
に
は
答
え
る
と
い
う
当

た
り
前
の
光
景
を
み
て
、
国
会
の
よ
う
な

権
力
側
に
よ
る
議
論
の
破
壊
行
為
も
な
く

て
良
か
っ
た
と
思
う
と
同
時
に
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
多
い
ほ
う
が
議
員
さ
ん
も
張
り
合

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た
次

第
で
す
（
未
確
認
で
す
が…

…

）。

　
こ
ち
ら
は
単
に
傍
聴
席
を
埋
め
て
聞
い

て
い
る
だ
け
で
し
て
、
私
の
よ
う
な
ジ
イ

さ
ん
に
は
枯
れ
木
も
山
の
賑
わ
い
と
思
え

ば
、
議
場
も
気
は
楽
で
す
。

　
お
茶
は
出
ま
せ
ん
が
（
笑
）、
議
場
か

ら
の
景
色
はgood

で
す
よ
。

　
九
月
五
日
、
六
日
と
開
か
れ
た
九
月
会

議
の
第
二
日
目
に
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
傍
聴
人
は
、
私
の
他
に
一
人
だ
け
で
、

あ
わ
せ
て
二
人
だ
け
で
し
た
。
選
挙
の
時

に
、
無
投
票
問
題
で
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

た
時
は
「
議
会
の
活
性
化
」
と
か
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た

の
で
、
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
い
た
人
が
二

〜
三
十
人
は
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。

　
傍
聴
し
た
一
般
質
問
は
、
関
良
幸
議
員

の
「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」
で
す
。
地
元
の
施
設

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
興
味
深
く
聞
き
ま

し
た
。
売
上
や
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
の

質
問
・
答
弁
が
あ
り
、「
売
上
増
を
図
り
、

北
部
地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
特
売
日
を
設
け
た
ら
ど
う
か
」

と
の
再
質
問
に
は
、「
よ
い
提
案
な
の
で
、

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
」
と
の
町
長
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
北
部
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
早
期
の
実
現
を
お
願

八
代

　雅
彦

押
羽

活
性
化
に
向
け
て

矢
島

　
　篤

中
町

議
場
に
出
向
い
て…

フラワーセンター
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歳入歳出差引額は、２億5842万円の残

　９月議会は、９月２日から20日までの19
日間開催しました。
　提出された議案は、全部改正条例一件、
一部改正条例一件、令和元年度一般会計及
び特別会計の補正予算七件、平成三十年度
一般会計及び特別会計等の決算認定八件、
町道路線の認定一件の計十八件で、いずれ
も原案のとおり可決、認定しました。
　最終日に、教育委員の任命と人権擁護委
員の推薦があり、いずれも同意、適任とし
ました。

9月会議のあらまし

平成30年度
一般会計歳入歳出決算 51億2741万円

（前年比0.02％減）

目的別
歳　出

48億6,899万円

※町税内訳
11億3,641万円

一般会計
歳　入

51億2,741万円

町税　※内訳
11億3,641万円

自主財源
20億2,935万円

依存財源
30億9,806万円

地方交付税
15億1,999万円

繰入金
2億4,196万円

諸収入
1億7,505万円

その他
4億7,593万円

国・県支出金
5億9,769万円

町債
2億4,350万円

その他
7億3,688万円

個人町民税
44％

5億267万円

法人町民税
3.2％

3,631万円

固定資産税
44.4％

5億469万円

町たばこ税
4.6％

5,255万円

軽自動車税
3.5％

3,981万円

入湯税
39万円

総務費
11億4,737万円

民生費
13億3,244万円

衛生費
1億7,928万円

農林水産業費
2億5,086万円

商工費
1億1,954万円

土木費
6億4,663万円

消防費
2億3,984万円

教育費
4億7,418万円

公債費
4億834万円

議会費
7,051万円

将来を見据えた
　行財政の
　　取り組みを

　平成30年度の決算審査は、町の財務に関する事務の執行及び
経営に関する管理等が住民福祉の増進、事務事業の効率性・経
済性・組織及び運営の合理化等に努め、規模の適正化が図られ
ているかを主に実施しました。
　その結果、行財政事務運営は当初の予算・計画に沿い堅実に
行われ、概ね健全なものと認められました。
　審査過程での指摘事項の中で次の事項については特段の対応
をお願いしたい。

⑴　今後、公共施設の老朽化に伴う長寿命化が大きな課題と
なっており、予定されている修繕工事等で多大な経費が必要
と予想される。また、少子高齢化などによる扶助費をはじめ
とする社会保障費が増加傾向を示しており、加えて、人口減
少による歳入減少が見込まれることから、更に厳しい財政運
営が続くと思われる。将来展望を見据えた財政の構築を図っ
ていただきたい。
⑵　役場の組織は今後数年間において、管理職職員の多数が定
年による退職が見込まれており、加えて保健師、保育士等の
医療福祉や子育てサービスの担い手不足は慢性的な課題であ
る。役場全体の今後の行政運営の適正化を喫緊の課題として
捉え、積極的に取り組まれたい。
⑶　日々変化する現代社会に対し、行政サービスを遂行するに
あたっては、思いやり、誠実な対応、感謝の気持ちといった
ことは非常に大切なことと考える。踏まえて良好な職場環境
を築き上げ、多種多様な政策を自主的・総合的に推進された
い。

監査委員の意見

畔上代表監査委員 小渕監査委員

平成30年度重点施策の成果・概要
１．健康と福祉の充実
２．相談支援体制の充実
３．子育て環境の充実
４．協同と交流・地方創造
５．活力ある産業の創出
６．地域の安全と安心の推進

決算特別委員会

審査の総括
平成30年度決算審査にあたって
の基本的な姿勢はこれまでと同
じく町が掲げる下記の６項目の
重点施策につき、各事業が町民
の福祉向上の視点に立って進め
られているかどうかであり、細
部にわたり審議いたしました。

平成30年度

決 算
「住民福祉の向上のため」に予算が使
われ、最小の経費で最大の効果があげ
られているかを審議！

千年樹まつりにゲスト出演の北斎太鼓の皆さん
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寺島
弘樹

水野
貴雄

関
良幸

竹内
淳子

中村
雅代

福島
浩洋

小林
一広

小西
和実

大島
孝司

小渕
晃

関谷
明生

渡辺
建次

小林
正子

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

賛=賛成,　反=反対,　(議長は裁決に加わらない)下記以外の議案は

全議員賛成で認定・議決しました

平成30年度一般会計歳入歳出決算

平成30年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算

決
算
認
定

本会議で賛否が分かれた議案

 農林水産業費

Ⓠ　新しい農業のあり方策定プロジェクト支援の
内容は
A　プロジェクトに参加した農家集団「おぶせ
ファーマーズ」が結成され、そのプランニング
業務を支援しました。

 商工費

Ⓠ　パークアンドウォーク（車は郊外に駐車し町
の中は歩いて移動する）の考え方から総合公園
南側駐車場の利用状況は
A　秋の行楽時土日祝日は満杯になっています。
シャトルバスの利用者の一番多いのが小布施駅、
次がハイウェイになっています。

 土木費

Ⓠ　河川公園仮設トイレの掃除・汲み取り等の管
理は
A　緑の管理人にお願いし、桜の時期は毎日見
回っています。

 消防費

Ⓠ　小布施分署救急車配備の購入価格は
A　3,475万円で須坂市消防本部に委託費として支
出し、管理は町で行います。

平成３０年度 決算審議 議会が認定 !!行政 ・経済

効果をチェック

決算特別委員会　第一分科会
（総務課・企画政策課・産業振興課・建設水道課）

決算特別委員会　第二分科会
（健康福祉課・教育委員会）

審議している委員会の様子 東大先端研活動報告会

 歳入

Ⓠ　法人町民税・固定資産税の昨年比減額になっ
た理由は。
A　法人数は12社増えたが均等割が３ポイント増
え、法人税割が３ポイン減の構成比になったた
め。固定資産税減は固定資産評価替えによるた
めです。

 総務費

Ⓠ　ホームページの保守管理委託と業者選定の内
容と方法は
A　保守管理の他にサーバーもお借りしており、
その管理も含めたものです。業者選定は見積に
より公平に実施しています。
Ⓠ　官学協働事業費における事業費の内容は
A　東大先端科学技術研究センター、慶応大学
SDM（システムデザインマネジメント研究科）、
SFC（湘南藤沢キャンパス）との協働により、
町の課題解決や地域活性化につながる研究やプ
ロジェクトに取り組む。

平成30年度一般会計

 民生費

Ⓠ　窃盗犯、知能犯に対してどのような対応をさ
れたか
A　防犯指導員が地域のパトロールを実施。車上
の鍵が掛かっていないか、また家の施錠がされ
ていないことをカードで知らせ、被害に遭わな
いようにしました。
Ⓠ　福祉医療費の窓口無料化による影響と、また
県からの補助金は
A　給付額は若干伸びていますが無料化が影響か
は定かでありません。県からの補助金は実質給
付分を頂いています。

平成30年度一般会計

 教育費

Ⓠ　習熟度別学習の状況と成果は
A　習熟度に応じ生徒の希望にそった通常の学習
では分からないことも基礎的なことから学び理
解度が高まったと考えています。

 国民健康保険特別会計

Ⓠ　高額療養費の内訳は
A　自己負担額を超えた療養費を保険で支払う制
度です。糖尿病で透析するなどで高額費用がか
かります。

 介護保険特別会計

Ⓠ　介護予防事業IADL訓練事業とは
A　手段的日常生活動作で頭を使って判断する動
作。買い物や服薬管理、電話の応対などが該当
します。

 衛生費

Ⓠ　引きこもり支援事業の具体的な成果は
A　職員にはゲートキーパー養成研修、小布施中
学校３年生SOSの出し方研修、こころ健康づく
り講演会を実施。引きこもりの相談は少なく、
また、家族に断られることもある。
Ⓠ　乳幼児健康審査受診率100％でないが
A　母子手帳をお渡しした後、保健師が顔をつな
ぎ相談に当たっています。

小布施中学校３年生ＳＯＳの出し方研修会



7 6

条例の一部改正

〇小布施町資金積立基金条例の一部を改正する条例
　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律と森
林経営管理法が、平成31年４月１日に施行されたこ
とに伴い、森林環境譲与税を積み立て、森林整備に
要する十分な財源を確保することを目的として「小
布施町森林環境整備基金」を設置する条例の一部改
正を行うもの。

７月会議 　７月 17日に７月会議を行い、条例の一部改正１件、補正予算２件を
審議し、それぞれ原案のとおり可決しました。

補正予算

〇一般会計補正予算　　　　　　　　　 9,694千円
　・児童福祉総務費―幼児教育・保育の無償化に伴
うシステム改修　　　　　　　　　 3,057千円

　・清掃費―小型家電収集運搬委託料　　 756千円
　・林業総務費―森林環境整備基金積立金　601千円
　・公共下水道費―下水道事業特別会計繰出金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,280千円
〇下水道事業特別会計補正予算　　　　 5,280千円
　・施設管理費―北岡・横町マンホールポンプ修繕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,280千円

条例改正

〇小布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例について
　幼児教育、保育の無償化の取組を加速するための
「子ども・子育て支援法の一部を改正する法律」及
び関連政令等の改正に伴い、子ども・子育て支援給
付の対象となる教育・保育施設や地域型保育事業の
運営に関する基準について定める条例について、
国の基準と同様の改正を行うもの。
〇印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例について
　住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令に
より、氏に変更があった者は、住民票に旧氏の記載
を求めることができることとなることに伴い、印鑑
登録にも旧氏が用いられるようになることから、
条例改正を行うもの。

補正予算

〇一般会計補正予算　　　　　　　　 466,559千円
　・財産管理費―財政調整基金積立金・大規模建設
事業資金積立基金積立金・ふるさと応援基金積
立金　　　　　　　　　　　　　 272,352千円

　・賦課徴収費―固定資産税還付金　　 1,700千円
　・高齢者福祉費―養護老人ホーム入所措置費・介
護保険特別会計繰出金　　　　　　 2,644千円

　・健康福祉センター費―高圧電気設備修繕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,109千円
　・道路維持費―町道舗装修繕工事・町道補修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 33,100千円

９月会議
　９月２日から 20日まで９月会議を行い、条例改正２件、補正予算７
件、決算認定８件、その他認定１件を審議し、それぞれ原案のとおり可
決しました。条例改正・補正予算については、次のとおりです。

　・道路新設改良費―測量設計委託料・道路改良舗
装工事・道路用地購入費　　　　　 12,462千円

　・橋梁維持費―橋梁暗渠修繕工事　　 1,940千円
　・河川水路維持費―水路修繕・Ｕ字溝グレーチン
グ等　　　　　　　　　　　　　　 2,426千円

　・水路新設改良費―水路新設改良工事・測量設計
委託料　　　　　　　　　　　　　 31,500千円

　・まちづくり総務費―国道403号整備関連照明イ
ベント経費等　　　　　　　　　　 1,608千円

　・学校管理費（小学校）－備品購入費・修繕料等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,184千円
　・学校管理費（中学校）－備品購入費　1,000千円
　・図書館費―一般図書購入　　　　　 1,000千円
　・体育施設費―総合体育館ＬＥＤ照明改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12,600千円
　・元金（繰上償還元金）　　　　　　 58,500千円

など　
〇国民健康保険特別会計　　　　　　　 14,931千円
〇後期高齢者医療特別会計　　　　　　　 368千円
〇介護保険特別会計　　　　　　　　　 29,826千円
〇下水道事業特別会計　　　　　　　　　 114千円
〇農業集落排水特別会計　　　　　　　　　 2千円
〇水道事業会計―収益的支出　　　　　　 979千円
　　　　　　　　基本的支出　　　　 226,848千円
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　１件
専決処分の報告　　　　　　　　　　　　　　３件
人事案件　　　　　　　　　　　　　　　　　２件
新たな議会活性化検討特別委員会の設置・選任

　議会では、過去３回の町議会議員選挙が無投票になったことを踏まえて、その都度特別委員会を設置し検
討してまいりました。平成23年、平成27年は議員間での構成、平成30年には公募をして町民10名を加えての
特別委員会でした。
　今回は「新たな議会活性化検討特別委員会」として、議会の在り方を様々な角度から模索し検討を進め、
議会改革、議会活性化のステップアップを図ってまいります。

委員会構成メンバー
委員長　　小林一広　　　　　副委員長　　小渕　晃　　　　　
委　員　　大島孝司　福島浩洋　中村雅代　関　良幸　竹内淳子

【新たな議会活性化検討特別委員会】設置！

○通年議会の導入……定例会の会期を１年とする（Ｈ22.3～）
○政策立案常任委員会・議会広報常任委員会の設置……常任委員会を４部門に（Ｈ23.4～）
○一般質問を対面方式、一問一答方式に……一問一答で分かりやすく
○議会基本条例制定……（Ｈ24.10～）
○正副議長選出は本会議で所信表明を実施……議員の決意を表明する（Ｈ25.5～）
○反問権の付与……執行部からの質問を可能にする
○議会報告会の開催……町民への報告と意見交換会の開催
○町への予算要望書提出……町から文書による返答

今までの議会活性化の取組み

議会選挙などの状況

選挙日

Ｈ３年４月 91.24％

77.12％

－

－

－

立候補者数19人（選挙） 定数　18人

定数　14人

議員定数等検討委員会　　定数維持

議員定数等検討委員会　　定数維持

議員なり手不足検討委員会

立候補者数17人（選挙）

立候補者数14人（無投票）

立候補者数14人（無投票）

立候補者数14人（無投票）

Ｈ19年４月

Ｈ23年４月

Ｈ27年４月

Ｈ31年４月

投票率 備　考立候補状況

マニフェスト大賞とは、2006年に始まり、地方自治体の首長、議員、市民活動の
実績を評価、表彰し、更なる政策提言を促すためのものである。

　2015年（平成27年度）の町議選が無投票だったことを受け、議会だよりに各議員の公約等を掲載する取り
組みを始めました。今年の４月の町議選も無投票に終わったため、７月号に「幻の選挙公報を公に」と掲載
したことが評価されました。

マニフェスト大賞推進賞議会部門
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一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

か
つ
フ
ラ
ッ
ト
な
討
議
で
の
政
策
提
言
。

↓
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
よ

り
報
告
会
と
い
う
場
に
お
い
て
発
表
。

↓
町
長
は
、
政
策
提
言
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
仮
称
）
と
と
も
に
政
策
提
言
を

評
価
。

↓
高
評
価
の
提
言
は
次
年
度
予
算
化

等
。今

後
、
町
長
直
轄
の
自
治
体
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
し
て
、
小
布
施
町
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
付
置
す
る
こ
と

も
併
せ
考
え
て
は
。

議
員
の
一
歩
進
ん
だ
提
案
に

つ
い
て
は
、
認
識
を
共
有
し
て

い
ま
す
。
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
は
町

政
懇
談
会
な
ど
に
お
け
る
貴
重
な
御
意

見
、
御
要
望
等
を
予
算
化
す
る
な
ど
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の

働
き
方
改
革
等
を
含
め
、
民
間
感
覚
を

養
う
た
め
町
内
外
企
業
等
と
の
結
び
つ

き
も
強
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
職
員
の

研
修
派
遣
を
継
続
し
提
言
を
施
策
と
し

て
実
行
す
る
力
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
置
に
向
け
て
は
、

既
に
様
々
な
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携

を
行
う
な
ど
、
そ
の
機
能
を
果
し
て
お

り
、
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

変
化
す
る
時
代
（
Ａ
Ｉ
・
Ｉ

Ｏ
Ｔ
、人
生
１
０
０
年
時
代
等
）

の
中
で
、
現
状
維
持
は
よ
く
「
後
退
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
２
点
ほ
ど
申
し
あ

げ
ま
す
。
①
町
民
の
皆
様
か
ら
何
を
望

ま
れ
て
い
る
か
を
常
に
意
識
し
、
要
請

に
的
確
に
応
え
る
。
②
社
会
の
環
境
変

化
に
敏
感
に
対
応
し
、
前
例
踏
襲
に
陥

る
こ
と
な
く
、改
善
・
改
革
に
取
り
組
む
。

こ
の
た
め
の
仕
組
み
を
次
の
よ
う
に

考
え
ま
す
。

↓
各
職
員
の
異
な
る
視
点
で
の
自
由

で
か
つ
周
到
な
準
備
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
教
育
に
関
す

る
他
機
関
等
（
外
部
の
支
援
、
大
学
と

の
協
力
体
制
等
）
と
の
連
携
の
必
要
性

の
有
無
や
準
備
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
併
せ
て
、
次
世
代
通
信
規
格
「
５

Ｇ
」
を
見
据
え
た
教
室
の
環
境
整
備
も

課
題
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
通
暁
世
代
に

必
須
の
環
境
整
備
と
思
料
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
職
員
研
修
と

し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
手
引
き
の
勉
強
会
や
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

布
施
中
学
校
で
は
既
に
ロ
ボ
ッ
ト
教
材

を
活
用
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関
す
る
大

学
等
を
含
む
他
機
関
と
の
連
携
は
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

小
布
施
町
と
交
流
の
あ
る
企
業
や
大
学

等
の
協
力
を
得
て
、
教
育
環
境
と
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
通
信
規
格
「
５
Ｇ
」
に
つ
い

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関

し
て
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

の
小
学
校
で
の
必
修
化
、
及
び
翌
21
年

度
は
中
学
校
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

当
該
教
育
の
狙
い
は
論
理
的
思
考
を

養
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
社
会
を
支

え
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
（
演
算
処
理
の
手
順
）
の
習

得
を
目
的
と
し
た
新
し
い
学
力
観
で
あ

る
と
の
位
置
付
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
学
校
や
地
域
間
で
の
格
差
拡
大
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
速
や
か

Q A

Q A

Q A

Q A

寺島弘樹議員

政
策
提
言
等
に
つ
い
て
、
町
民
と

の
関
係
性
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
関
与
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す

市
村
町
長

職
員
か
ら
の
主
体
的
な
政
策
提
言
の

実
施
及
び
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と

し
て
の
小
布
施
町
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
常
設
に
つ
い
て

中
島
教
育
長

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関
す
る

他
機
関
と
の
連
携
や
準
備
状
況
に
つ
い
て

小
学
校
で
職
員
研
修
等
に
よ
り
理
解
を
深
め
、
中
学
校
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
の
活
用
に

よ
り
学
習
し
て
い
ま
す
。
大
学
を
含
め
た
他
機
関
の
連
携
は
大
切
で
今
後
検
討
し
ま
す

て
は
、
学
校
の
設
備
の
導
入
や
更
新
に

当
た
り
利
用
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

8

９月会議 一般質問
目　次

小西　和実………………………………………………14
⑴まちイノベーションＨＵＢの現状について
⑵フィンランド・トゥルク市との姉妹都市の締
結の可能性は

小林　正子………………………………………………10
⑴2020年は戦後75年に当たり、社会教育・
小・中学生への平和教育を進める計画は
⑵第１期障がい児福祉計画の成果目標に対する進捗状況は

小渕　　晃………………………………………………11
⑴千曲川堤防の桜堤の更なる充実を

関谷　明生………………………………………………12
⑴小布施町キャッシュレスタウンの発想と道筋は
⑵小布施中学校夏山登山復活の動機

渡辺　建次………………………………………………13
⑴保険者機能強化推進交付金算定のための市町
村評価指標について
⑵「いやし」としてのペットと共生しやすいま
ちづくりについて
⑶全国学力調査からみた英語教育の課題は
⑷新制度下における「ふるさと納税」について

福島　浩洋………………………………………………18
⑴低区配水池（雁田）更新計画実施について

小林　一広………………………………………………20
⑴高齢者ドライバーに向けた取り組みについて
⑵現在の非常用電力の状況と庁舎への活用について

竹内　淳子………………………………………………17
⑴猫の去勢、不妊手術（繁殖制限手術）費用へ
の助成について
⑵小布施町の学校給食における地元野菜の利用
状況と供給体制について

大島　孝司………………………………………………19
⑴小布施町公共施設等総合管理計画の進捗状況は

中村　雅代………………………………………………15
⑴会計年度任用職員制度導入に向けて

関　　良幸………………………………………………16
⑴フラワーセンターの現状と今後の展望について

………………………………………………寺島　弘樹
⑴プログラミング教育及び「５Ｇ」を見据えた
環境整備について
⑵職員からの主体的な政策提言の実施及び自治
体シンクタンクとしての小布施町政策研究セ
ンター（仮称）の常設について

9

① 
教
育
委
員

任

　期
・
４
年
間

住

　所
・
大
鳥

小
林

　
　潔
氏
〔
再
任
〕

② 

人
権
擁
護
委
員

法
務
大
臣
へ
の
推
薦

任

　期
・
３
年
間

住

　所
・
山
王
島

竹
内

　宏
美
氏
〔
新
任
〕

人 事 案 件 に 同 意 適 任
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一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

式
典
に
参
加
し
、
戦
争
体
験
者
か
ら
話

し
を
聞
く
こ
と
な
ど
大
変
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
派
遣
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

来
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。

「
お
も
て
な
し
」や「
伝
統
」「
国

威
発
揚
」
だ
け
宣
伝
さ
れ
る
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
本
来
「
平
和
」
の
祭
典
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
平
和
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
。

生
涯
学
習
講
座
な
ど
、
平
和

の
大
切
さ
を
考
え
、
再
認
識
で

き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

来
年
２
０
２
０
年
は
戦
後
75

年
の
節
目
。
広
島
・
長
崎
・
沖

縄
へ
の
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
な
ど
、

全
国
各
地
で
平
和
教
育
が
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
小
布
施
で
は
ど
う
で
す
か
。

主
に
教
科
の
学
習
で
扱
っ
て

い
ま
す
。
中
学
で
は
、
３
年
生

の
歴
史
分
野
の
戦
争
を
扱
う
場
面
で
平

和
の
大
切
さ
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

広
島
や
長
崎
の
記
念
式
典
に

小
中
学
生
の
代
表
を
派
遣
す
る

こ
と
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

諏
訪
市
な
ど
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
受
性
の
豊
か
な
時
期
に
平
和
の
大
切

さ
を
身
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
必
要
で

す
。

中
野
市
が
中
学
生
代
表
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
記
念

か
け
、
空
き
家
等
の
施
設
の
紹
介
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
整
備
は
２
０
２
０
年
末

ま
で
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
強
く
望
ん
で
い
ま

す
。
計
画
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

須
高
広
域
の
会
議
は
ま
だ
開

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

課
長
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

会
に
も
参
加
さ
れ
、
切
実
な
声

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
は

ず
。
町
単
独
は
無
理
と
し
な
が
ら
、
須

高
の
話
合
い
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
は

遺
憾
。
２
０
２
０
年
末
に
間
に
合
う
よ

う
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

課
内
で
よ
く
相
談
し
、
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

須
高
地
域
で
体
制
整
備
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
小
布
施
の
町
内
に
設
置
し
て
ほ

し
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
支
援
や
家
族

を
支
接
す
る
役
割
が
あ
り
、
設

置
を
望
む
声
は
町
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
く
ら
い
の
財
政
負
担
が
必

要
に
な
る
か
、
町
単
独
で
の
設
置
、
運

用
が
可
能
か
、
須
高
地
域
で
ど
の
よ
う

な
設
置
が
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
形
と
な
る
の
か
検
討
し
、
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

発
達
支
援
事
業
及
び
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
小
布
施
町
内
で
の
整
備
、

受
け
入
れ
を
強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
町
内
で
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
民
間
事

業
所
。
町
と
し
て
も
開
設
を
予

定
し
て
い
る
事
業
者
や
意
欲
の
あ
る
事

業
者
に
設
置
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き

Q A

Q AQ A

Q A Q A

Q AQ A

Q A

小林正子議員

長崎　平和祈念像

Q A

Q A

Q AQ A Q A

Q A

林
健
康
福
祉
課
長

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
来
年
度
末
開
設
、
進
ん
で
い
る
か

保
護
者
の
切
実
な
声
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い

須
高
の
検
討
始
ま
っ
て
な
い
。
相
談
し
進
め
ま
す

戦
後
75
年
の
節
目

小
中
学
生
の

平
和
記
念
式
典
派
遣
を
検
討

三
輪
教
育
次
長

小渕　晃議員

今
年
の
春
も
千
曲
川
堤
の
桜

が
北
信
五
岳
を
望
み
見
事
に
咲

き
、
併
せ
て
河
川
敷
の
花
桃
・
菜
の
花

も
咲
き
競
い
北
信
濃
の
春
を
演
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
は
勿
論
、
観

光
バ
ス
、
高
速
道
の
利
用
の
方
と
多
く

の
花
見
客
で
賑
わ
い
、
長
野
県
下
の
桜

の
名
所
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

桜
は
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
が
主
流
の

中
、
あ
え
て
開
花
時
期
が
遅
く
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
満
開
に
な
る
「
八
重

桜
・
一
葉
」
と
い
う
品
種
を
オ
ー
ナ
ー

制
で
植
栽
さ
れ
ま
し
た
、
20
年
前
の
関

係
者
の
知
恵
・
先
見
性
が
、
我
が
町
に

大
き
な
財
産
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

①　

全
長
約
４
キ
ロ
に
約
530
本
の
桜

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
土
地
が
千
曲
川
の

右
岸
堤
防
の
「
の
り
面
」
と
い
う
特
殊

の
場
所
ゆ
え
に
、
国
交
省
千
曲
川
河
川

事
務
所
と
の
関
わ
り
方
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

②
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
で
リ

バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
「
ふ
れ
あ
い
公

園
花
祭
り
」
が
毎
年
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
好
評
で
す
が
、
４
月
29
日
の
１
日
だ

け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
せ
め
て
お
花
見

の
期
間
中
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）

は
缶
ジ
ュ
ー
ス
等
の
出
店
は
で
き
な
い

の
で
す
か
。

③
植
栽
さ
れ
て
20
年
以
上
に
な
り
隣

の
木
の
枝
と
枝
が
混
み
合
い
、
日
陰
の

枝
は
枯
れ
て
い
ま
す
。
将
来
に
亘
っ
て

益
々
立
派
な
桜
堤
に
す
る
た
め
に
は
今

か
ら
計
画
的
に
「
剪
枝
・
間
伐
」
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
如
何
で

す
か
。

④
高
速
道
際
の
桜
の
木
は
消
雪
剤
の

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
飛
散
で
木
の
成
長

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
埋
土
の
土

壌
と
適
合
を
せ
ず
に
枯
れ
た
木
も
あ
り

ま
す
。
今
後
オ
ー
ナ
ー
の
「
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
」
の
更
新
は

⑤
桜
堤
の
た
め
に
小
布
施
町
が
負
担

し
て
い
る
維
持
管
理
費
は
。
ま
た
現
在
、

電
灯
・
水
道
・
簡
易
ト
イ
レ
（
約
５
台
）・

木
製
ベ
ン
チ
（
約
７
脚
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
開
花
シ
ー
ズ
ン
の
増
設

の
計
画
は
。①

桜
堤
の
土
地
は
千
曲
川
河

川
事
務
所
よ
り
町
で
有
効
活
用

で
き
な
い
か
と
の
話
を
い
た
だ
き
、
占

用
（
無
償
で
借
用
）
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

②
出
店
に
つ
い
て
は
、
固
定
で
は
な

く
移
動
販
売
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

Q A

千曲川桜堤の桜は　新しい観光スポット

Q A

畔
上
建
設
水
道
課
長

後
世
に
桜
堤
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う

管
理
を
し
て
ま
い
り
ま
す

千
曲
川
の
桜
堤
の
更
な
る
充
実
を

③
将
来
を
見
据
え
て
後
世
に
町
の
名

勝
地
と
し
て
の
桜
堤
を
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
に
、
管
理
方
法
に
つ
い
て
専

門
家
も
交
え
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。④

「
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
」
の
あ
り
方

は
今
後
の
管
理
方
法
の
検
討
と
合
せ
て

対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
桜
堤
の
管
理
費
用
は
、
緑
の
管
理

人
の
賃
金
を
除
き
、
除
草
業
者
委
託
費

が
111
万
円
、
仮
説
ト
イ
レ
の
借
り
上
げ

料
36
万
円
、
黄
金
島
（
菜
の
花
畑
）
の

管
理
委
託
料
10
万
円
、
そ
の
他
菜
種
代

や
菜
の
花
畑
の
耕
運
費
用
な
ど
で
す
。「八重桜・一葉」の豪華な花

ベンチ等の設置数の見直しは検討してまいります。
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等
、
消
費
者
、
支
払
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
付
加
価
値
を
享
受
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
も
こ
の
流
れ
を
背
景
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
取
り
組
む
「
小
布
施

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
７
月
19
日
に
町
商
工
会
、
長

野
信
用
金
庫
の
連
携
事
業
と
し
て
発
足

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
払
い
の
決
済
機

器
無
償
導
入
、
５
％
消
費
者
ポ
イ
ン
ト

還
元
、
決
済
手
数
料
補
助
な
ど
の
優
遇

が
受
け
ら
れ
る
補
助
事
業
を
活
用
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
タ
ウ
ン
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
目
標
普
及
率
、
参
加
事
業
者
の
参

加
目
標
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
目

標
普
及
率
は
政
府
目
標
で
あ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
率
40
％
を
小
布

施
町
で
も
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
決
済
に
占
め
る
比
率

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

本
年
７
月
17
日
２
年
生
全

員
が
参
加
す
る
夏
山
登
山
を

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
標
高
３
０
２
６
㍍

の
乗
鞍
岳
に
登
頂
し
ま
し
た
。
こ
の
２

年
間
は
身
体
面
、
安
全
面
を
考
え
て
１

泊
２
日
の
八
ヶ
岳
自
然
体
験
に
切
り
替

え
、
牛
の
乳
し
ぼ
り
、
木
工
、
木
の
伐

採
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

登
山
の
魅
力
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

日
常
の
生
活
と
は
異
な
る
雄
大
な
自
然

の
中
で
、
新
た
な
経
験
を
積
み
困
難
を

乗
り
越
え
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
の
充

実
感
を
味
わ
う
こ
と
で
す
。
学
校
登
山

を
ぜ
ひ
継
続
す
べ
き
と
提
言
し
ま
す
。

地
域
の
人
や
生
徒
、
保
護
者

か
ら
登
山
を
希
望
す
る
意
見
が

あ
り
、
中
学
校
と
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
運
営
委
員
会
で
、
学
校
行
事
に

つ
い
て
再
検
討
し
、
全
て
の
生
徒
が
参

加
で
き
る
登
山
を
前
提
に
、
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

信
州
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
山

や
川
は
大
切
に
す
べ
き
資
源
で
、
学
校

登
山
は
貴
重
な
体
験
の
場
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
１
日
の
消
費

税
10
％
引
上
げ
に
伴
い
需
要
平

準
化
対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対

応
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
消
費
者
の
利

便
性
向
上
の
観
点
も
含
め
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
消
費
者
・
還
元
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

国
で
は
世
界
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

の
流
れ
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

を
通
じ
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
り
、

国
全
体
の
生
産
性
が
向
上
し
、
実
店
舗

Q A

Q A

Q A

関谷明生議員

小
布
施
町
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
タ
ウ
ン
の
発
想
と
実
現
に
向
け
て
の
道
筋
・

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
率
・
参
加
事
業
者
の
具
体
的
な
数
値
目
標
は

町
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
40
％
と

加
盟
店
登
録
は
１
０
０
事
業
者
を
目
標
に
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

西
原
産
業
振
興
課
長

る
た
め
参
加
事
業
者
を
商
工
会
加
盟
者

４
割
の
１
０
０
事
業
者
を
加
盟
店
と
し

て
登
録
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
登
山
は
貴
重
な
体
験
の

場
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
学

校
登
山
を
継
続
し
て
い
く
。

中
島
教
育
長

中
学
校
夏
山
登
山

復
活
の
動
機
は

Q A

乗鞍岳：飛騨乗鞍観光協会提供

キャッシュレスに向けたチラシ

小
布
施
町
の
返
礼
品
割
合
は
、

35
．
３
％
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

30
％
以
下
に
す
る
た
め
の
見
直
し
は
。

総
務
省
実
施
調
査
の
長
野
県

へ
の
回
答
35
．
３
％
と
い
う
割

合
は
、
区
別
の
困
難
さ
か
ら
返
礼
品
割

合
と
送
料
を
含
ん
だ
額
で
す
。
実
際
の

回
答
で
は
返
礼
品
割
合
は
、
30
％
以
下

と
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
か
ら
市
町
村
へ
ふ

る
さ
と
納
税
し
た
方
の
状
況
は
。

平
成
30
年
に
、
１
１
０
名
の

方
々
が
他
市
町
村
へ
寄
付
を
さ

れ
、
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
額
は

４
５
２
万
１
千
円
で
し
た
。

的
な
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で

す
。
犬
は
英
語
でdog 

、
逆
に
読
む

とgod

、
す
な
わ
ち
神
で
す
。
言
い
え

て
妙
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
犬
の
た
め
、
愛
犬
家
の
た
め
に
、

散
歩
の
推
奨
コ
ー
ス
の
設
定
や
ド
ッ
グ

ラ
ン
の
増
設
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

糞
尿
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る

恐
れ
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
地
域
包
括
ケ
ア
強

化
法
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
自

主
支
援
・
重
度
化
防
止
等
に
向
け
た
保

険
者
の
取
組
や
都
道
府
県
に
よ
る
保
険

者
支
援
の
取
組
が
全
国
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
取

組
が
制
度
化
さ
れ
、
そ
の
一
環
で
、
自

治
体
へ
の
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て
、
市
町
村
や
都
道
府
県
の
様
々
な

取
組
の
達
成
状
況
を
評
価
で
き
る
よ

う
、
客
観
的
な
指
標
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
包
括
ケ
ア
「
見
え
る
化
シ
ス

テ
ム
」
を
活
用
し
て
の
介
護
保
険
事
業

の
特
徴
は
。高

齢
化
率
は
高
い
が
要
介
護

認
定
率
は
低
い
。
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
は
比
較
的
多
く
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
利
用
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。

介
護
予
防
事
業
の
場
へ
の
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
の
関
与
の
度
合

い
と
65
歳
以
上
の
参
加
者
数
は
。

「
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
（
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
）
の
か
か
わ
り
は
少
な
く
、
健

康
運
動
指
導
士
や
保
健
師
等
が
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
参
加
者

の
各
事
業
の
実
人
員
は
、
４
７
３
人
で

す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
育
す
る
こ
と
に

よ
る
「
い
や
し
」
効
果
に
よ
っ

て
、
病
院
で
の
受
診
回
数
が
年
間
20
％

減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
そ
う

で
す
。
ペ
ッ
ト
と
し
て
第
一
に
あ
げ
ら

れ
る
の
は
犬
で
す
。
犬
が
穏
や
か
に
過

ご
し
て
い
る
時
、
人
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
「
い
や
し
」

の
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
さ
に
犬
は
「
い
や
し
」
の
神
秘

小
布
施
中
学
校
の
英
語
の
正

答
率
と
「
話
す
こ
と
」
の
正
答

率
の
低
い
原
因
と
、
そ
れ
に
対
す
る
対

策
は
。

小
布
施
中
の
英
語
「
平
均
正

答
率
」
55
％
、
県
平
均
54
％
、

Q AQ A

渡辺建次議員

Q AQ A

Q AQ A

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
増
設
等
は

考
え
て
い
ま
せ
ん

永
井
健
康
福
祉
課
長
補
佐

「
い
や
し
」と
し
て
の
ペ
ッ

ト
（
犬
）
と
共
生
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

英
語
で
の
問
答
を
増
や
し
た
い

中
島
教
育
長

全
国
学
力
調
査
か
ら
み
た

英
語
教
育
の
課
題
は

国
の
趣
旨
に
沿
っ
た

運
用
を
心
掛
け
ま
す

須
藤
企
画
政
策
課
長

新
制
度
下
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

Q A

Q A

Q A Q AQ A Q A

林
健
康
福
祉
課
長

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
算
定
の
た
め
の

市
町
村
用
の
指
標
に
つ
い
て

高
齢
化
率
は
高
い
が

要
介
護
認
定
率
が
低
い
こ
と
等
が
特
徴

全
国
平
均
56
％
で
す
。「
話
す
こ
と
」

は
27
．
３
％
で
全
国
平
均
30
．
８
％
よ

り
低
い
で
す
。「
英
語
で
問
答
を
す
る
」

と
い
う
要
素
を
増
や
し
た
い
。
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新
聞
で
す
で
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
一
般
質
問
で
「
国
内
外

の
都
市
な
ど
と
姉
妹
都
市
の
締
結
は
」

と
題
し
ま
し
て
、「
こ
れ
か
ら
の
小
布

施
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
こ
う
い
っ

た
発
想
の
取
組
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
現
実
的
な
実
施
可
能
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
現
在
の
考
え
を
明
示

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
趣
旨
で
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
布
施
町
が
国
内
の
魅
力
あ
る
自
治

体
あ
る
い
は
海
外
の
魅
力
あ
る
都
市
や

町
村
な
ど
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
ぶ

と
い
う
こ
と
も
、
小
布
施
の
魅
力
を

作
っ
て
い
く
上
で
は
良
い
取
組
に
な
る

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
活
か
し
て
ト
ゥ
ル
ク
市

と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
な
ど
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
よ
り
継
続
的
な
交
流
を
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
時
点
で
は
、
交
流
内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
ト
ゥ
ル
ク
市
と

長
野
市
、
小
布
施
町
の
三
者
で
協
議
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
ま
ず
は
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今

後
、
よ
り
継
続
的
に
交
流
し
て
い
く
必

要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
長
期
的
な
連

携
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
布
施
ま
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ンH
U

B

と
い
う
法
人
組
織
が

小
布
施
町
行
政
の
主
導
で
２
０
１
７
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
時
に
は
国
か
ら
の
地
方
創
成
に

関
す
る
交
付
金
を
４
０
０
万
円
使
っ
て

立
ち
上
げ
、
事
務
所
を
小
布
施
町
役
場

２
階
に
設
置
し
、
代
表
理
事
１
名
、
理

事
６
名
、
事
務
局
１
名
と
い
う
人
員
構

成
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
２
０
１
７
年
当

時
に
行
政
側
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
町
民
の
方
か
ら
は
一
体

何
の
組
織
な
ん
だ
ろ
う
、
何
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
、
活
動
が
よ
く
見
え
な

Q A

小西和実議員

い
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
組
織
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
説
明
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
取
組
が
住

民
の
よ
い
皆
さ
ん
か
ら
は
見
え
に
く
い

状
態
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
２
０
１
７
年
８
月

16
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載
し
た
の
を
最

後
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
布
施
町
か
ら
事
業
運
営
を
継
承
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
小

布
施
若
者
会
議
」
も
２
０
１
７
年
の
６

回
目
以
降
に
は
も
う
開
催
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
設
立
の
経
緯

と
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。小

布
施
ま
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
Ｈ
Ｕ
Ｂ
は
、
当
時
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
議
論
の
中
で
、
地
域
課

題
に
継
続
的
に
取
り
組
む
組
織
が
必
要

と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
現
在

は
、
観
光
・
教
育
事
業
、
研
修
事
業
、

視
察
受
入
、
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
の

取
組
、
短
編
映
画
祭
の
開
催
な
ど
自
立

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。

小
布
施
若
者
会
議
に
つ
い
て
は
、
７

年
間
の
取
組
を
経
て
、
当
初
の
役
割
は

民
間
ベ
ー
ス
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と

総
合
的
に
判
断
し
、
町
主
催
で
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。

小
布
施
町
は
今
年
７
月
か
ら

２
０
２
０
年
度
末
に
か
け
て
欧

州
連
合
が
参
加
す
る
「
国
際
都
市
間
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
ト
ゥ
ル
ク
市
と
職
員
が
相

互
に
訪
問
し
て
交
流
す
る
と
信
濃
毎
日

Q A

Q A

今後の連携に期待したいフィンランド・トゥルク市

ま
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ンH

U
B

の
現
状
に
つ
い
て

須
藤
企
画
政
策
課
長

自
立
し
た
様
々
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ト
ゥ
ル

ク
市
と
の
姉
妹
都
市
の
締

結
の
可
能
性
は

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

長
期
的
な
連
携
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す

須
藤
企
画
政
策
課
長

Q A

さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
交
付
税
で
確
保

す
る
よ
う
国
に
強
く
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
来
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
実
問
題
と
し
て
予
算
を
組

む
と
な
る
と
大
変
厳
し
い
実
情

で
す
の
で
、
十
分
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
関
係
す
る
条
例

の
改
正
作
業
を
進
め
て

お
り
、
11
月
上
旬
に
は
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
保
育
士
不
足

な
ど
大
き
な
課
題
が
あ

る
が
、
思
い
切
っ
た
給
与
水
準

な
ど
設
計
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

給
料
表
を
基
準
と
す

る
の
で
、
２
年
目
は
昇

級
し
ま
す
。
期
末
手
当
も
支
給

と
な
り
ま
す
。
現
行
よ
り
低
く

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。

処
遇
改
善
の
た
め
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
現

行
の
地
方
財
政
計
画
で
は
明
示

２
０
２
０
年
４
月
１
日
を
施
行
日
と

し
た
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
給
付

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
な
ど
所
要

の
例
規
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
導
入
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
、

制
度
の
構
築
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

伺
い
ま
す
。勤

務
実
態
の
業
務
量
、
時
間

な
ど
現
状
把
握
は
ど
う
で
し
た

か
。

現
況
は
嘱
託
35
人
、
臨
時
45

人
、
パ
ー
ト
１
２
４
人
、
合
計

２
０
４
人
で
す
。

嘱
託
・
臨
時
職
員
の
勤
務
時
間
は
７

時
間
45
分
の
週
５
日
で
す
。

パ
ー
ト
職
員
は
時
間
単
位
任
用
で
職

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

現
状
を
踏
ま
え
、
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
と
パ
ー
ト
勤
務
の
任
用

基
準
は
ど
の
よ
う
に
（
恒
常
的
な
職
に

つ
く
会
計
年
度
任
用
職
員
は
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
を
原
則
と
す
る
な
ど
）
な
り
ま

す
か
。

職
の
内
容
等
を
精
査
し
効
率

化
の
観
点
も
含
め
判
断
し
ま
す
。

任
用
す
る
職
種
及
び
形
態
の

具
体
的
な
運
用
の
方
針
は
（
専

門
職
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
可
な
ど
）。

現
行
の
職
種
や
形
態
は
そ
の

ま
ま
移
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
用
に
当
た
っ
て
は
再
任
用
や
継
続
す

る
在
籍
期
間
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

給
与
水
準
・
手
当
、
休
暇
等

の
具
体
的
設
計
は
。

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
近
隣
市

町
村
の
内
容
等
を
踏
ま
え
、
最

低
賃
金
も
見
据
え
構
築
し
ま
す
。

移
行
に
当
た
っ
て
は
、
現
在

の
労
働
条
件
を
引
き
上
げ
る
こ

と
を
基
本
と
す
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
現
在
働
い
て
い
る
嘱
託
・
臨

時
及
び
パ
ー
ト
職
員
の
雇
用
の
継
続
は
。

労
働
条
件
に
関
す
る
給
与
・

報
酬
は
常
勤
職
員
の
給
料
表
を

基
準
に
定
め
ま
す
。
休
暇
等
は
国
が
示

す
例
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

総
務
省
関
連
の
報
告
書
に
よ

り
ま
す
と
、
昨
年
の
12
月
１
日

現
在
で
９
割
近
く
の
団
体
が
今
年
度
９

月
ま
で
に
議
会
提
案
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
当
議
会
へ
の
提
案

中村雅代議員

Q A

Q A

Q AQ A Q A

Q AQ A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

Q AQ AQ A

久
保
田
副
町
長

本
制
度
の
重
要
課
題
と
し
て
効
率
化
の

観
点
を
含
め
判
断
基
準
を
作
り
た
い

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
て

臨時・非常勤職員の任用根拠の明確化、適正化について
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て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
制
度

の
考
え
方
に
も
あ
る
よ
う
に
、

民
間
の
力
を
お
借
り
し
、
施
設
の
効
果

的
、
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
の
方

が
北
部
地
区
や
農
業
地
域
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
こ
そ
真
の
地
域
活
性

化
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
そ
の
た
め

の
可
能
な
ご
支
援
と
応
援
は
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

売
上
増
を
図
る
具
体
的
施
策

と
し
て
、
日
時
を
特
定
し
て
特

売
日
を
設
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

売
上
を
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
に
花
苗
を
安
く
購
入
し

て
い
た
だ
き
庭
先
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
は
、
花
の
町
づ
く
り
を

進
め
る
大
き
な
要
素
に
な
り
、
さ
ら
に

は
、
地
元
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
に
野
菜

や
果
物
の
直
売
を
お
願
い
す
れ
ば
、
賑

わ
い
の
創
出
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

売
上
増
に
関
し
て
は
、
今
ま

で
待
ち
の
姿
勢
が
強
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
く
か
ら
宣
伝
し
安

く
売
り
、
同
時
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開

催
で
き
れ
ば
賑
わ
い
の
創
出
に
も
な
り
、

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
花
生
産
を
中
心
と
し
た

農
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
さ

せ
て
い
き
ま
す
が
、
新
た
な
可
能
性
を

模
索
し
な
が
ら
施
設
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
農
産
物
を
販
売
す
る
直

売
所
が
北
部
地
区
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
主
体
で
こ
の
施
設
で
の
直

売
所
の
開
設
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
他
機
関
と
の
連
携
を
模
索
す
る
な

ど
し
て
、
行
政
が
仕
組
み
を
作
り
農
業

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
う

と
い
う
仕
掛
け
の
検
討
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
賑
わ
い
の
創
出
と
い

う
観
点
か
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

は
検
討
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ

て
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
を
呼
び
こ
み
、
花
苗

の
販
売
も
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
含
め
、

こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
た
北
部
地
区
、

農
業
地
域
の
活
性
化
の
可
能
性
に
つ
い

好
転
の
兆
し
は
あ
る
の
か
、
打
開
策
に

つ
い
て
、
現
状
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

平
成
三
〇
年
度
は
収
入
が
約

二
六
九
七
万
円
、
運
営
費
は
約

三
一
六
三
万
円
で
約
四
六
六
万
円
の
赤

字
。
温
室
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
更
新

費
用
四
八
三
万
円
ほ
ど
を
支
出
し
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
営
業
収
益
と
し
て
は

改
善
で
き
て
い
ま
す
が
、
設
備
投
資
も

含
め
収
支
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
設
時
の
国
庫
補
助
と
の
関

係
で
様
々
な
制
約
が
あ
り
難
し

い
問
題
が
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

花
苗
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
発
展
を
目

指
し
つ
つ
、
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

か
つ
て
、
太
陽
光
発
電
や
り
ん
ご
の

剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
た
燃
焼
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

コ
ス
ト
の
問
題
な
ど
で
頓
挫
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
面
で
の
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
花

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
花
の

生
産
拠
点
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
開
設

か
ら
二
十
数
年
が
経
過
し
た
現
在
、
当

初
の
理
念
と
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
評
価
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

開
設
当
初
の
理
念
を
継
承
し

つ
つ
、
時
代
の
要
請
に
即
し
た

施
設
と
し
て
変
化
も
し
て
お
り
、
新
規

就
農
者
が
研
修
す
る
際
に
滞
在
で
き
る

よ
う
改
修
も
行
い
、
花
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
花
生
産
を
中
心
と
し

た
農
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
会
議
で
の
、
平
成

二
九
年
度
は
約
二
五
〇
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
と
い
う
一
般
質

問
に
対
し
、「
全
国
的
に
花
苗
需
要
が

低
迷
傾
向
に
あ
る
中
で
、
消
費
動
向
が

低
調
だ
っ
た
こ
と
が
要
因
。
今
後
は
、

質
の
高
い
苗
生
産
と
多
品
種
育
苗
に
応

え
る
こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
受
注
に
つ

な
げ
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A Q A

Q A

Q A

関　良幸議員

市
村
町
長

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

農
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、

特
売
日
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
売
上
増
も
図
り
た
い

不
妊
去
勢
手
術
助
成
金
は
飼
い
猫
が
対

象
で
す
が
、
野
良
猫
も
対
象
に
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

①
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と

は
責
任
を
持
つ
と
い
う
認
識
を

基
本
に
啓
発
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
首

輪
は
、
国
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
義
務
化

の
施
行
時
期
を
注
視
し
、
飼
い
主
を
含

め
自
分
の
猫
・
管
理
さ
れ
て
い
る
猫
と

し
っ
か
り
識
別
で
き
る
よ
う
啓
発
に
努

め
ま
す
。

②
他
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

手
術
助
成
を
受
け
て
お
り
、
当
町
で
も

団
体
が
あ
る
こ
と
が
検
討
の
出
発
点
に

な
る
が
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る

猫
は
助
成
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
は
健

康
被
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。
当
町
で
も
野

良
猫
に
対
し
て
も
、
不
妊
去
勢
手
術
助

成
金
の
助
成
を
す
る
事
で
、
保
護
活
動

の
支
援
に
な
る
が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
の

義
務
化
に
つ
い
て
は
、
今
既
に

飼
わ
れ
て
い
る
犬
猫
は
「
努
力
義
務
」

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
具
体
的
指
導
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
野
良
猫
の
不
妊

治
療
助
成
は
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
し

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
や
り
方
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の
で
提
案
の
よ
う
に
振
興

公
社
が
取
り
ま
と
め
の
中
心
に
な
る
と

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
参
加
農
家
が
多

く
な
り
計
画
的
な
生
産
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
へ
の
支
払
額
で

の
利
用
率
は
７
．
５
％
と
低
い
の
で
農

業
振
興
や
農
家
所
得
向
上
の
た
め
に
支

払
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
、
振

興
公
社
を
中
心
と
し
供
給
体
制
の
確
立

に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
生
産
者
と
の

個
別
対
応
が
大
変
で
、
募
集
説

明
会
や
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。
供

給
体
制
の
研
究
は
い
つ
か
ら
始
め
ま
す

か
。

説
明
会
を
開
き
農
家
の
希
望

等
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
産
業
振
興
課
と
振
興
公
社
と
で
、

一
緒
に
早
急
に
詰
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
報
お
ぶ
せ
で
「
野
良
猫
に

エ
サ
を
や
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
」
の
放
送
が
何
回
か
あ
り
、
複
数
の

方
か
ら
「
エ
サ
や
り
禁
止
は
善
意
で

や
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
気
の
毒
だ
」

「
餓
死
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
自
己
負
担
で

野
良
猫
の
去
勢
手
術
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
住
民
と
団
体
と
行
政
が
協
力

し
不
妊
去
勢
手
術
や
エ
サ
の
管
理
な
ど

を
行
う
地
域
猫
活
動
が
あ
り
ま
す
。
①

当
町
で
も
決
ま
っ
た
時
間
に
エ
サ
や
り

掃
除
を
す
る
、
猫
に
飼
い
主
の
住
所
が

わ
か
る
首
輪
を
つ
け
る
な
ど
の
啓
発
を

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
②
現
在
の

小
布
施
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

当
町
農
家
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た

新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は

心
と
体
の
栄
養
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

当
町
で
学
校
給
食
に
地
元
野
菜
を
提
供

し
て
く
れ
る
農
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
以
前
開
催
し
て
い
た
地
産
地
消
打

ち
合
わ
せ
会
議
を
辞
め
た
理
由
は
な
ん

で
す
か
。
②
野
菜
を
提
供
し
や
す
く
す

る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
産
業
振
興
課

が
連
携
し
て
振
興
公
社
や
生
産
者
に
呼

び
か
け
て
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

対
策
が
と
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
振
興

公
社
が
取
り
ま
と
め
の
中
心
に
な
る
と

野
菜
の
持
ち
込
み
や
保
管
な
ど
有
効
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
③
昨
年
の
学
校

給
食
に
お
け
る
地
元
農
産
物
の
利
用
の

割
合
は
ど
の
く
ら
い
で
し
た
か
。
こ
れ

か
ら
は
ど
の
く
ら
い
利
用
を
上
げ
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
か

①
打
ち
合
わ
せ
会
議
は
調
達

な
ど
に
問
題
が
な
く
学
校
栄
養

教
諭
が
個
々
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
た
め
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
②
個
別
に

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

三
輪
教
育
次
長

竹内淳子議員

学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
野
菜
の
利
用
状
況
と

供
給
体
制
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
、
振
興
公
社
及
び

給
食
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
研
究
し
ま
す

猫
の
去
勢
、
不
妊
手
術
（
繁
殖
制
限

手
術
）
費
用
へ
の
助
成
に
つ
い
て

エ
サ
や
り
を
し
て
い
る
猫
に
責
任

を
も
つ
啓
発
活
動
。
管
理
猫
に
不

妊
手
術
助
成
も
可
能
と
考
え
ま
す

永
井
健
康
福
祉
課
長
補
佐
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工
事
期
間
中
は
町
民
の
飲
料

水
の
安
全
安
心
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。現

在
の
低
区
配
水
池
に
隣
接

す
る
東
側
の
土
地
に
新
た
に
建

設
す
る
た
め
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
令
和
２
年
12
月
の
切
り
替
え
時
に

支
障
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
限

り
出
な
い
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
前
面
道
路
と
隅
切
り

部
の
拡
幅
要
望
が
あ
る
が
施
工

中
の
対
処
は
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
更
新
事
業
に
は
解
体

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

検
討
し
ま
す
が
、
町
全
体
の
道
路
整
備

を
進
め
る
中
で
も
必
要
か
否
か
を
検
討

い
た
し
ま
す
。

現
在
の
西
側
に
あ
る
配
水
池

敷
地
の
土
地
利
用
計
画
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

更
新
計
画
事
業
の
具
体
的
な

内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
再

利
用
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
よ
く
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
は
、
な
ぜ
低
区
が
更
新

対
象
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

高
区
・
中
区
の
更
新
は
。

一
般
的
に
耐
用
年
数
の
基
準

は
、
60
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
３
年
・
26
年
の
建
築
年
で
更
新
の

必
要
性
と
緊
急
性
が
高
い
こ
と
、
更
に

積
立
金
財
源
と
し
て
更
新
事
業
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。
ま
た
高
区

は
昭
和
53
年
に
中
区
は
昭
和
62
年
の
設

置
で
す
。
今
後
の
対
応
も
十
分
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

実
施
計
画
に
お
い
て
最
高
予

定
価
格
５
億
５
千
万
円
と
の
こ

と
、
そ
の
内
容
と
工
事
発
注
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

「
低
区
の
有
効
容
量
２
千
㎥

以
上
」
で
機
械
設
備
等
の
付
帯

工
事
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
中
で
予

定
価
格
と
設
定
し
ま
し
た
。
発
注
方
法

は
、
設
計
と
施
工
、
一
括
発
注
方
式
の

公
募
型
で
企
画
提
案
を
採
用
す
る
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
と
し
ま
し
た
。

配
水
池
は
現
在
、
低
区
・
中

区
・
高
区
の
３
区
に
分
か
れ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

全
町
へ
自
然
流
下
に
よ
り
安

定
供
給
を
し
て
お
り
ま
す
。
高

区
は
水
上
と
雁
田
の
自
治
会
な
ど
へ
、

中
区
は
千
両
と
ク
リ
ト
ピ
ア
の
自
治
会

な
ど
へ
、
低
区
は
こ
れ
以
外
の
自
治
会

へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

Q AQ A

Q AQ A

Q AQ A Q A

Q A

Q AQ A

Q AQ A Q A

久
保
田
副
町
長

福島浩洋議員

飲
料
水
、
低
区
配
水
池
（
雁
田
）
更
新
計
画

実
施
に
つ
い
て

令
和
２
年
12
月
に
竣
工
の
予
定

更
に
安
心
の
飲
料
水
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す

老朽化の低区配水池更新計画予定地

拡幅の要望が出ている前面道路と隅切り部更新計画地、西側の敷地

わ
れ
ま
す
が
、
検
討
の
結
果
は
。

⑤
「
総
合
管
理
計
画
」
に
よ
る
と
建

物
施
設
を
全
て
更
新
す
る
場
合
、
40
年

間
で
２
６
０
億
円
、
年
6.5
憶
円
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
を
全
て
更
新
す
る
場
合
、
40

年
間
で
２
５
０
億
円
、
年
6.2
憶
円
必
要

に
な
る
と
あ
り
ま
す
。
健
全
で
持
続
可

能
な
町
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
は
、

こ
の
経
費
を
い
く
ら
に
抑
え
れ
ば
い
い

の
か
。
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
今

後
必
要
な
経
費
を
算
定
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
算
定
結
果
は
。

⑥
総
務
省
が
有
利
な
起
債
制
度
「
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
」
を

創
設
し
ま
し
た
が
、
見
解
を
問
い
ま
す
。

①
縮
減
目
標
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
何
％
と
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
小
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
、
２
０
４
０
年
に
９
５
４
３

人
程
度
の
人
口
維
持
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
。

②
「
小
布
施
町
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
対
象
施
設

は
、
公
営
住
宅
を
除
く
公
共
建
築
物
で

大島孝司議員

小
布
施
町
も
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
み
、
保
険
医
療

な
ど
の
扶
助
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
管
理
費
が
増
加
し
て
、
財
政
状

況
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
縮
減
、
廃
止
、
統
合
化
、

長
寿
命
化
な
ど
も
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
全
体
を
効
果
的
、

Q A

Q A

中
條
財
務
課
長

「
小
布
施
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

進
捗
状
況
は

「
個
別
施
設
計
画
」
の
原
案
を
策
定
し
ま
し
た

効
率
的
に
運
用
し
て
い
く
た
め
「
小
布

施
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
９
月
に
「
小
布
施
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
速
や
か
な
実

践
を
」
と
い
う
こ
と
で
一
般
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
２
年

間
で
、
そ
の
計
画
が
ど
こ
ま
で
進
め
ら

れ
た
の
か
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問

い
た
し
ま
す
。。

①
具
体
的
な
縮
減
数
値
目
標
は
。

②
個
別
施
設
計
画
の
対
象
施
設
は
。

③
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
た
中
で

廃
止
、
統
合
と
な
っ
た
施
設
は
。

④
ハ
イ
ウ
エ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
と

し
て
民
間
に
指
定
管
理
を
し
た
結
果
、

一
般
財
源
か
ら
１
８
０
０
万
円
歳
出
し

て
い
た
も
の
が
、
翌
年
度
決
算
で
は

１
９
０
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。
指
定
管

理
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
財
源
の

歳
出
削
減
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
他
の
公
共
施
設
に
お
い
て
も
指
定

管
理
に
移
行
す
べ
き
施
設
が
あ
る
と
思

５
３
６
８
７
㎡
で
１
３
２
棟
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
施
設
は
⑴
文
化
系
施
設
、

⑵
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
⑶
子
育
て
支
援
施
設
、
⑷
保
健
・

医
療
施
設
、
⑸
公
園
、
⑹
学
校
教
育
系

施
設
、
⑺
社
会
教
育
系
施
設
、
⑻
産
業

系
施
設
、
⑼
保
健
・
福
祉
施
設
、
⑽
行

政
系
施
設
、
⑾
そ
の
他
の
施
設
類
型
に

分
類
し
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

③
個
別
施
設
計
画
は
原
案
の
段
階
で

あ
り
ま
す
の
で
、
廃
止
と
な
っ
た
施
設
、

統
合
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
答
え
は
今
の
段
階
で
は
で
き
ま

せ
ん
。

④
他
の
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、「
公
共
施
設
等
管
理
検
討
会
議
」

を
開
催
し
、
指
定
管
理
に
移
行
す
べ
き

施
設
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
今
後
必
要
な
経
費
の
算
定
結
果
に

つ
い
て
は
、
建
物
施
設
で
40
年
間
の
維

持
・
更
新
コ
ス
ト
を
１
３
０
億
円
、
年

3.2
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

⑥
来
年
、
再
来
年
と
、
こ
の
事
業
債

の
対
象
と
な
る
よ
う
な
集
約
化
・
複
合

化
事
業
、
長
寿
命
化
事
業
は
予
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の

事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

指定管理により歳出削減となったスポーツコミュニテイーセンター
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○
七
月
二
十
四
日

埼
玉
県
白
岡
市
議
会　11

名

・
図
書
館
事
業
全
般

に
つ
い
て

○
八
月
五
日

鳥
取
県
湯
梨
浜
町
議
会

　７
名

・
議
員
な
り
手
不
足

の
解
消
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

○
八
月
六
日

新
潟
県
糸
魚
川
市
議
会

　12
名

・
図
書
館
、町
並
修
県

事
業
な
ど
の
町
づ

く
り
全
般
に
つ
い

て

○
長
野
市
豊
野
・
小
布
施

町
・
須
坂
市
・
高
山
村
・

山
ノ
内
町
ま
で
の
国
道
２

９
２
号
実
延
約
３
４
ｋ
ｍ

の
広
域
幹
線
道
路
の
安
全

で
円
滑
な
道
路
交
通
環
境

に
向
け
て
の
要
望

豊
野
南
志
賀
公
園
線
改
良

促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　八
月
二
十
三
日

　
　
　高
山
村
役
場

○
一
般
国
道
４
０
３
号
線

の
整
備
促
進
に
関
す
る
事

業
内
容
の
承
認
、
県
・
国

へ
の
要
望
書
を
提
出

当
町
は
上
町
、中
町
、伊
勢

町
に
お
け
る
交
通
安
全
対

策
の
促
進
を
要
望

国
道
４
０
３
号
整
備

促
進
期
成
同
盟
会

　七
月
十
七
日

　長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
篠
井
川
延
徳
沖
、
都
住

沖
、
篠
井
川
沿
線
の
住
宅

地
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
、

篠
井
川
未
改
修
地
域
の
早

期
改
修
の
促
進
を
要
望

篠
井
川
改
修
促
進

期
成
同
盟
会

　
　
　八
月
二
十
七
日

　
　
　
　中
野
市
役
所

○
新
た
な
橋
梁
、
千
曲
大

橋
の
早
期
事
業
化
を
要
望
。

千
曲
川
の
村
山
橋
と
小
布

施
橋
の
間
は
約
５
・
５
Ｋ

ｍ
あ
り
、
そ
の
中
間
に
橋

梁
の
建
設
を
必
要
と
要
望
。

千
曲
大
橋
兼
同
建
設

促
進
期
成
同
盟
会

　八
月
二
十
三
日

　須
坂
市
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

と
の
懇
談
会

　
　
　九
月
二
十
六
日

　
　
　小
布
施
町
役
場

○「
人
口
減
少
問
題
か
ら

将
来
の
小
布
施
町
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
参
加
者
全

員
が
意
見
交
換
を
行
う
。

共
に
小
布
施
町
が
大
切
に

と
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

心
強
く
感
じ
た
。

町
村
議
会
改
革
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　十
月
七
日

　
　
　宮
田
村
民
会
館

○
23
町
村
議
会
が
お
互
い

の
議
会
の
取
り
組
み
の
現

状
と
課
題
を
共
有
し
て
、

様
々
な
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

視
察
来
町
市
町
村

○
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
広

報
」を
目
指
し
て
、
議
会
広

報
委
員
５
名
参
加
。講
師

の
話
は「
目
か
ら
う
ろ
こ
」、

今
後
の
議
会
だ
よ
り
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　九
月
二
十
四
日

　
　
　東
京
砂
防
会
館

○
九
月
二
十
六
日

秋
田
県
横
手
市
議
会　12

名

・
議
会
政
策
立
案
常

任
委
員
会
の
活
動
、

議
員
な
り
手
不
足

検
討
委
員
会
に
つ

い
て

毎
年
多
く
の
議
会
か
ら
視

察
研
修
に
訪
れ
て
下
さ
り

当
町
に
と
っ
て
も
学
べ
る

良
い
機
会
で
す
。

20

一般質問Ｑ＆Ａ

向
上
に
寄
与
す
る
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入

す
る
」
事
を
目
的
と
し
て
お
り
国
庫
補

助
３
／
４
の
事
業
で
す
。

高
山
村
は
、
こ
の
事
業
導
入
で
役
場

庁
舎
の
使
用
電
力
の
３
／
４
を
賄
い
、

非
常
用
電
力
と
し
て
蓄
電
池
設
備
を
２

台
設
置
、
合
わ
せ
て
空
調
設
備
５
台
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
70
灯
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

①
現
在
の
庁
舎
の
非
常
用
電
力
の
状
況

は
。

②
屋
根
貸
し
の
非
常
用
電
力
の
規
模
・

容
量
は
。

③
高
山
村
が
取
り
入
れ
た
環
境
省
の
補

助
事
業
の
導
入
計
画
は
。

①
平
成
８
年
に
事
業
費

２
７
０
０
万
円
で
整
備
し
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
非
常
用

電
源
で
当
面
対
応
し
て
い
る
。

②
６
施
設
が
対
象
、
総
合
体
育
館
で

49
・
５
Ｋ
Ｗ
。
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
で
11

Ｋ
Ｗ
。

③
防
災
と
町
づ
く
り
か
ら
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

北
斎
ホ
ー
ル
の
冷
房
使
用
時

に
庁
舎
の
冷
房
が
止
め
ら
れ
て

い
る
現
状
は
。

北
斎
ホ
ー
ル
使
用
時
に
は
、

30
分
間
隔
で
庁
舎
と
の
冷
房
の

切
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
「
東

日
本
大
震
災
」
自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
含
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
に
お

い
て
変
化
、
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
長

野
自
然
電
力
に
よ
る
水
力
発
電
も
稼
働

し
ま
し
た
。
公
共
施
設
に
お
い
て
「
時

す
で
に
遅
し
」
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、

屋
根
貸
し
も
行
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
高
山
村
の
役
場
庁
舎
に

環
境
省
の
補
助
事
業
で
庁
舎
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
す
る
と
の
記
事
が
須
坂
新

聞
に
出
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の

趣
旨
は
、「
平
時
は
、
地
域
の
低
炭
素

化
を
実
現
し
、
災
害
時
の
発
電
・
熱
・

電
力
供
給
等
災
害
時
の
事
業
継
続
性
の

重
要
と
考
え
ま
す
。

①
小
布
施
町
で
の
高
齢
者
の
事
故
は
。

②
当
町
で
の
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
対
策
は
。

③
東
京
都
の
よ
う
な
補
助
金
の
検
討
対

応
を
。

①
平
成
29
年
は
33
件
中
12
件
。

30
年
は
32
件
中
17
件
。
本
年
は
、

８
月
末
で
14
件
で
５
件
が
高
齢
者
に
関

係
す
る
事
故
で
す
。

②
年
４
回
実
施
の
交
通
安
全
運
動
を
通

じ
、
安
全
運
転
等
の
周
知
、
体
験
型
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

③
安
全
支
援
装
置
は
、
支
援
状
況
や
他

市
町
村
の
対
応
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た

い
。

高
齢
に
よ
る
股
関
節
等
が
硬

く
な
る
こ
と
が
原
因
な
の
で
、

小
布
施
町
独
自
で
補
助
対
応
し
て
は
ど

う
か
。

体
験
型
の
運
転
研
修
を
通
じ
、

補
助
制
度
が
必
要
か
判
断
し
た

い
。

近
年
、
高
齢
者
の
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に

よ
る
事
故
が
頻
繁
に
起
き
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
に
な
る
と
股
関
節
等
が
硬
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
み
間
違
え
て
し

ま
っ
て
も
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
の
大
切
さ
は
、
地
域
住
民
や
子
ど

も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、

本
人
の
家
族
を
守
る
た
め
に
も
と
て
も

Q A

Q A

Q A

Q A

Q AQ A

Q A Q A

冷房経費がかかる北斎ホール

小林一広議員

現
在
の
非
常
用
電
力
の
状
況
と

庁
舎
へ
の
活
用
に
つ
い
て

平
成
８
年
に
設
置
し
た
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
対
応
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
非
常
電
源
の
設

置
計
画
は
な
い

竹
内
総
務
課
長
・
副
町
長

畔
上
建
設
水
道
課
長

安
全
装
置
の
普
及
状
況
や
他
市
町
村
で
の

対
応
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
た
取
り
組
み
は
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